
熊本市立千原台高等学校マニフェスト(2025) 学校評価 

学校教育目標『「一生懸命はカッコイイ」を実践する学校づくり～「チャレンジ チェンジ 

チャンス」で成長の好循環を～』を達成させるために、本年度は次のことに特に力を入れ

て、全職員で学校運営を行っていきます。 

 

『進路実現１００％』を目指します 

上記実現のために本年度重点化する具体的実践事項とその到達目標は以下のとおりです。 

１．勉強の仕方を身につけ、「わかる」「できる」を実感できる授業実践 

 【設定理由】勉強の仕方を身につけることで、「学ぶ」から「わかる」「できる」につながる体験が積み重

なり、さらに学びに向かう姿勢がよくなっていくという共通理解のもと、勉強の仕方を身につ

ける指導を大切にした授業をすべての教科・科目で実践していきます。 

 〈到達目標〉・１２月に実施される自己評価の「日々の授業や家庭学習に真剣に取り組むことで、わか

る・できるを実感できることがよくあった」に対し、「よくあてはまる」「ややあてはま

る」の回答率が９０％以上 

       ⇒評価：A 

    〔評価の理由〕12月に実施した自己評価において「よくあてはまる」「ややあてはまる」

の回答率が約83％であり、勉強の仕方を身につけることで「わかる」「できる」を感じる授

業実践ができつつある。 

・観点別評価「CCC」がゼロ 

       ⇒評価：B 

    〔評価の理由〕１２月末時点で観点別評価「CCC」の生徒が各学年に若干名いたことと、

日頃の取り組みの様子から勉強の仕方を十分に身につけたとは言い難い。 

 

 

２．進路意識の醸成を目指したキャリア教育の充実 

 【設定理由】進路意識が高まらない背景として「社会のことを知らない」「社会に出たとき自分がどんなこ

とをやりたいのかがわからない」「自分が社会で通用するのか自信がない」などがあると考え

られます。そこでインターンシップやオープンキャンパスへの参加率を上げると共に、社会人

との交流の機会をより多く設定し、自分の将来像を具体的に描けるようにしていきます。 

 〈到達目標〉・夏休みのインターンシップ参加生徒数が３０名以上 

⇒評価：A 

       〔評価の理由〕今夏のインターンシップ参加生徒数は累計で３４名。昨年度よりも増え

た。また参加した３年生には進路先になった生徒もいた。 

       ・オープンキャンパスの参加率が進学希望者の２年で３０％以上,３年で８５％以上 

⇒評価：A 

       〔評価の理由〕オープンキャンパスの参加率が進学希望者の２年で約40%、３年で約

８９％。特に２年生での参加率が前年度比で 15％以上あがった。 

       ・３年進路探究において企業訪問や学校訪問等の実施 

⇒評価：A 

       〔評価の理由〕３年の進路探究ではスペシャリストコースにおいて2校の専門学校訪



問を実施。そこが進路先になった生徒も複数名いた。アカデミックコースにおいては大

学訪問が未実施。公務員コースにおいて専門学校から専任講師を招いて数的推理、判断

推理の集中講座を実施できた。 

       ・ 「ようこそ先輩」など大学生や社会人との交流事業を通して「進路意識が向上した」とい

う回答が関係生徒の８０％以上 

⇒評価：S 

       〔評価の理由〕「ようこそ先輩」で大学生や社会人を招いての交流事業が３回実施で

き、「進路意識が高まった」の回答が関係生徒のほぼ 100％であった。 

 

 

３．探究活動を通した社会に通用する力の育成 

【設定理由】探究活動とは答えのない問いに対して自分なりの納得解、妥当解を導く、いわゆる課題解決型

学習です。現状分析・仮説・実践・結果分析・改善という流れは実社会で一般的に実践されて

いるところであり、社会で必要とされるスキルです。探究学習に力を入れて取り組むことを通

して、こうした社会人基礎力を身につけさせます。 

〈到達目標〉・企業または行政、大学等との連携を通して「進路意識に役立った」が 10％以上 

⇒評価：A 

    〔評価の理由〕12月に実施した自己評価において「探究活動を通して地域課題や社会

課題などに目を向けたことが、卒業後の進路について考えるきっかけになった」の質問に

対して「よくあてはまる」「ややあてはまる」合わせて約67%であった。 

      ・１,２年全員がグループまたは個人で外部コンテスト等にエントリー 

⇒評価：Ｂ 

    〔評価の理由〕１年生は今年度も大阪商業大学主催の全国高校生ビジネスアイディア甲

子園に全員がエントリー、２年生は複数グループがマイプロジェクトアワード2025,中高

生探究コンテスト、あいづプロコン 2025などにエントリーしたが、そうでないグループ

もあった。 

・外部コンテスト入賞１チーム以上 

⇒評価：Ｓ 

    〔評価の理由〕フロンティアコンテスト最優秀賞を獲得し、学生起業した３年課題研究起

業ゼミの株式会社KineLink が崇城大学ビジネスプランコンテストの高校生部門で優勝、

一般部門で準優勝＆アドレ賞の３冠達成！マイプロジェクトアワード 2025に２年生の３

チームが書類選考を通過。地域Summit に参加予定。 

 

 

４．新しいことや未知の世界に積極的に挑戦する生徒の育成 

【設定理由】「粘り強く考える姿勢」が不足したり、「やればできるのに簡単にあきらめてしまう」生徒は

少なくない。背景にあるのは、努力することで過去の自分を超えられた経験が少ないからでは

ないかと考えます。結果よりも挑戦する過程そのものを大事にし、そこを肯定的に捉える校内

風土を醸成させ、新しいことに挑戦しようという気持ちを育てます。 

〈到達目標〉・１２月に実施される自己評価の「様々なことに挑戦し、新しい自分、成長した自分に出

会うことができた」に対し、「よくあてはまる」「ややあてはまる」の回答率が９０％以

上  

⇒評価：Ｂ 



    〔評価の理由〕１２月に実施した自己評価において「よくあてはまる」「ややあてはまる」

が約８２％であったが、外部であるセミナーやイベント、ボランティアなどに自主的に参加

する生徒はあまり多くないのが現状である。 

     ・生徒会と連携しながら新しいことに挑戦する生徒や高い目標に向かって頑張っている生徒

（通称『キラビト』）の情報を集約し、その姿を２週間に１回程度のペースで公式 SNS・

魅力づくり部通信・校内放送等を活用して発信する 

⇒評価：B 

    〔評価の理由〕２週間に１回程度のペースには遠く及ばないものの、生徒会と連携した

キラビト・プロジェクトが立ち上り、校内放送を活用した活動も実施。生徒たちの中でも「次

のキラビトは誰だろう」と楽しみにする雰囲気は出ているが、それが校内に挑戦する風土

を醸成するまでには至っていない。 

 


